
：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・

　
　
嵩

　
　
蛎
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地
域
集
会
施
設
助
成
制
度

昭
和
六
十
年
度
分
受
け
付
け
開
始

　
地
域
集
会
施
設
助
成
制
度
は
、
地

域
が
計
画
す
る
集
会
施
設
の
建
設
に

対
し
て
、
市
が
建
設
費
の
一
部
の
助

成
（
補
助
・
融
資
）
を
行
い
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
制
度
発
足
の
五
十
五
年
度
か
ら
、

九
地
域
の
集
会
所
が
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
昭
和

六
十
年
度
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を

は
じ
め
ま
す
。

翻
申
込
期
限
　
十
月
三
十
一
日
（
水
）

■
補
助
対
象
事
業
　
集
会
施
設
の
新

築
・
新
築
に
準
ず
る
改
築
・
購
入

O
補
助
額
の
基
準

ω
補
助
率
…
補
助
事
業
費
の
百
分
の

三
十
五

ω
補
助
事
業
費
の
最
高
限
度
額

．
四
十
戸
未
満
…
一
、
○
○
○
万
円

．
四
十
戸
以
上
百
戸
未
満
：
⊥
、
二

○
○
万
円
　
・
百
戸
以
上
：
⊥
、
三

〇
〇
万
円

㈹
補
助
対
象
建
築
単
価
　
一
㎡
当
た

り
八
万
円
以
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
・

総
務
課
企
画
広
報
係
（
智
五
七
－
三

一
一
一
㊥
二
一
三
・
二
一
四
）
へ

※
補
助
制
度
の
ほ
か
に
融
資
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　　市有財産公売公告
　大平市有林の立本の一部を次のとおり
公売します。買い受け希望者は、現場熟
覧のうえ入札してください．
◆公売物件　　（立木）

（1）所在地　市内大平地内　（2）樹種　杉

（3）数量　890本・755．28m3（胸高直径20cm
以上のもの〉
◆入札有資格者
（1）市内の木材・建設関係登録業者
（2）市外の木材・建設関係業者で市長が不
適格者でないと認めた人。
◆契約条項を示す場所および期間

（1）場所　市・財政課管財係

（2）期間　9月25日～10月19日

◆入札場所　十日町市役所
◆入札日時　10月19日午前9時・
即日開札
　　　　　　　　　　　ぐ◆現場説明　　10月15日午後1時20分
市役所市民ホール集合・出発
◆入札保証金　　各自、見積額の100分
の5以上。入札保証金は入札終了後に還
付します。

※問い合わせ　　市・財政課管財係（費
57－3111㊥222）へ。

　
県
民
手
帳
予
約
募
集
〃

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

み
な
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
最
新
の
統
計
資
料
を
掲
載
し
、

使
っ
て
便
利
な
『
一
九
八
五
年
版
県

民
手
帳
』
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
予
約
募
集
中
で
す
。

◆
受
付
期
問
　
十
月
三
日
㈱
ま
で

◆
価
格
　
　
一
冊
三
三
〇
円

◆
発
行
時
期
　
十
一
月
下
旬

◆
申
込
先
　
市
・
総
務
課
（
智
五
七

⊥
三
一
一
㊥
二
一
四
）
へ

　
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
を
三
人
以

上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一

人
以
上
が
義
務
教
育
経
了
前
の
場
合

に
、
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
手
当
額
　
五
十
九
年
度
の
市

民
税
所
得
割
課
税
の
有
無
に
よ
り
、

今
年
六
月
か
ら
来
年
五
月
ま
で
の
手

当
額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
支
給
対
象
児
童
一
人
の
場
合
、
所

十
月
圏
日
の
市
民
と
語
る
日
は

“
農
業
の
振
興
”
を
テ
ー
マ
に

　
市
の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

市
民
と
語
る
日
の
四
回
目
は
、
　
「
農

業
の
抱
え
る
課
題
と
振
興
」
を
テ
ー

マ
に
、
十
月
一
日
㈲
午
後
四
時
～
六

時
ま
で
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
三
階
・

集
団
指
導
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
絹
織
物
と
と
も
に
、
十
日
町
市
の
．

産
業
基
盤
を
支
え
て
き
た
農
業
は
、

農
家
戸
数
の
減
少
と
兼
業
農
家
の
増

加
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
、
圃
場
整
備
、
特
産
物

の
振
興
、
農
地
の
流
動
化
な
ど
様
々

な
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
①
米
づ
く
り
を
主
体
に

し
た
こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
　
②
地

域
特
産
物
の
振
興
策
③
こ
れ
か
ら

の
林
業
な
ど
に
つ
い
て
座
談
会
形
式

で
話
し
合
い
ま
す
。
フ
リ
ー
参
加
者

か
ら
の
発
言
の
場
も
設
け
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

得
割
課
税
の
方
で
年
額
六
万
円
（
月

額
五
、
O
O
O
円
）
、
非
課
税
の
方

で
八
万
四
、
O
O
O
円
（
七
、
O
O

O
円
）
と
な
り
、
二
・
六
・
十
月
の

三
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
十
月
期
支
給
　
六
月
か
ら
九
月
ま

で
の
四
ヵ
月
分
（
支
給
対
象
児
童
一

人
の
場
合
　
・
所
得
割
課
税
の
方
…

二
万
円
　
・
非
課
税
の
方
…
二
万
四
、

○
○
○
円
）
の
手
当
額
が
、
十
月
九

日
頃
、
皆
さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

囹
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
る
方
へ

　
特
例
給
付
は
、
六
十
年
五
月
ま
で

の
制
度
で
す
。
児
童
手
当
の
役
割
を

補
完
す
る
も
の
で
、
被
用
者
（
厚
生

年
金
加
入
者
な
ど
）
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
被
用
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
市
・
市
民
生
活
課
年
金

係
（
智
五
七
⊥
三
一
一
⑧
一
四
二
・

一
四
三
）
へ
。

＝…
（

　
本
町
六
市
営
駐
車
場
の
無
ナ
ン
バ
ー
車
3
台
（
ジ
ー
プ
・
ワ
ゴ

ン
・
バ
ン
）
i
十
月
五
日
㈹
ま
で
に
撤
去
ね
が
い
ま
す
。

　
十
月
二
十
四
日
～
二
十
八
日
・
克
雪
利
雪
技
術
全
国
博
覧
会
会

場
と
な
り
ま
す
。
撤
去
期
間
後
に
つ
い
て
は
、
勝
手
な
が
ら
処
分

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
雪
シ
ン
ポ
事
務
局
（
市
役
所
内
智
五
七
－
三
二
一
㊥
二
三
三
）

巡
回
移
動
行
政
相
談

　
　
－
行
政
相
談
週
問
（
％
～
2
0
）

　
日
常
生
活
な
ど
で
の
苦
情
や
要
望
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時

場
　
所

相
談
員

十
月
十
六
日
㈹
　
午
後
一

時
～
四
時

下
条
地
区
公
民
館
（
智
五

五
－
二
〇
〇
四
）

岡
田
信
郎
氏
（
中
条
島
）

樋載灘簸i翻i膿難i灘　

7日　㈱山松商店川西給油所
　　　㈱村山石油十日町給油所

　　　㈱村山商会十日町中央給油所

14日　大渕石油店栄橋給油所

　　　㈱ミナミ商会川治給油所

　　　㈱村昭住吉給油所

21日　長谷川石油㈱下条給油所

　　　㈱山田屋商店十日町給油所

　　　㈱倉沢石油春日町給油所

28日　㈱山田屋商店四日町給油所

　　　㈱吉田商会土市給油所

　　　協和石油㈱十日町給油所

　　綴慧騰露襲0

〈交通事故相談〉　10月1日（月）

〈定例行政相談〉　10月18日休）

〈巡回内職相談〉　10月19日㈹

時問10：00～15：00会場市役所市民相談室

「
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第2回コモ市派遣青少年使節

団　　十分な成果をあげ帰国

　
二
回
目
の
コ
モ
市
派
遣
青
少
年
使
節
団
五

人
（
柳
幸
一
団
長
・
林
達
雄
・
庭
野
茂
美
・

田
村
有
美
子
・
五
十
嵐
智
子
）
は
、
九
月
三

日
に
成
田
空
港
を
出
発
し
、
九
月
四
日
～
九

日
ま
で
の
親
善
交
流
を
お
え
て
十
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
で
は
、
昨
年
来
市
し
た
青
年
四
人

を
は
じ
め
、
多
く
の
若
者
と
接
し
、
イ
タ
リ

ア
・
コ
モ
の
持
つ
雄
大
な
自
然
と
奥
深
い
歴

史
・
伝
統
に
触
れ
、
貴
重
な
体
験
を
積
み
か

さ
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
じ
さ
い
の
苗

を
十
本
持
ち
帰
り
、
あ
じ
さ
い
公
園
に
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。
　
　
来
年
は
姉
妹
都
市
提
携

十
周
年
。
コ
モ
駅
前
通
り
が
「
十
日
町
ス
ト

リ
ー
ト
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
国

際
交
流
の
絆
は
、
確
実
に
定
着
し
て
い
ま
す

　　昨年十日町市を訪れた、カルロ、カルラ、イワ
ン、ロザリーナに再会。彼等がコモを案内してくれた。

公式レセフションであいさつする柳君

●片言のイヲリア語などで＼本音の交流ができ

た。コモ市にできる十臼町通りにあわせて、

十日町市にも「ラビ・ア・コモ（コモ通り）」

を設けたらどうか　庭野

●市民あげての大歓迎を受け、人情味

・人柄にうたれた。ホームスティし

てみて＼生活の中に伝統が息ついて

いることを実感した。次回はより具

体的な交流を。　　柳

●染色学校は規模が大きく。染色への

力の入れ万が伝わってきた。工程は

絹織物とそんなに違わないが。製品

がスカーフ＼ネクタイなどで。スク

リーンの盤が大きく，色彩も鮮やか

だった。　　　　　　田村

●罪鴛鰭轍鷲、・▽1
性と明るさに感激した一五十嵐

●農業専門学校を訪れた。イタリアは日本的な　青少年交流の架け橋役ラウラも20

農業かと思っていたが．とにかく敷地が広く　歳・晩餐会で林君と・

．言葉が通じにくい中で＼生徒のために他地

万の作物を栽培していることに魅せられた。

　　　　　　　　　　　　林

柳君は昨年来市したアノー二校長宅にホームスティ ミラノ・ドーモ寺院屋上で

講道館コモで柔道のけい古を見学

アルペッグ工場（絹織物）を訪門

五十嵐さんは障害児施設を訪門
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今
年
設
立
十
周
年
を
迎
え
た
、
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
。
こ
れ
か

ら
将
来
へ
向
か
っ
て
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
講
演
会
な
ど
の
各
種
記
念
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
の
出
席
者
は
須
藤
県
議
、
近

隣
町
村
長
を
は
じ
め
一
五
〇
人
。
席

上
、
長
い
間
し
尿
く
み
取
り
や
ご
み

収
集
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
七
業
者

と
、
霊
き
ゅ
う
車
の
運
転
に
た
ず
さ

わ
っ
て
き
た
個
人
に
対
し
、
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
タ
イ
ム
リ
ー
な

　
　
”
廃
幹
電
池
問
題
”

　
式
典
終
了
後
、
県
の
環
境
保
全
課

長
、
高
橋
幸
作
氏
に
よ
る
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
「
廃

幹
電
池
に
含
ま
れ
て
い
る
水
銀
に
よ

鳥
環
境
汚
染
問
題
に
つ
い
て
、
新
潟

県
で
は
七
ヵ
所
の
埋
立
地
を
抽
出
。

土
壌
、
水
質
調
査
を
行
っ
た
が
、
心
配

す
る
よ
う
な
結
果
は
出
な
か
っ
た
。

最
近
各
市
町
村
に
お
い
て
、
使
用
済

幹
電
池
の
回
収
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
成
果
に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
施
設
見
学

　
～
お
み
や
げ
は
袋
い
っ
ぱ
い
の
ご
み
～

　
も
う
ひ
と
つ
の
記
念
行
事
は
、
八

箇
小
学
校
三
・
四
年
生
の
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
「
一
日
ご
み
・
し
尿
処
理

見
学
会
」
。
八
箇
地
区
は
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
展
開
す
る
な
ど
、
地
域
の
美
化

に
積
極
的
な
地
区
で
す
。
見
学
会
当

日
に
も
、
大
き
な
袋
に
い
っ
ぱ
い
の

ご
み
を
持
っ
て
参
加
。
こ
の
ご
み
は
、

学
校
付
近
の
駐
車
場
に
捨
て
ら
れ
て

い
た
も
の
を
拾
い
集
め
て
く
れ
た
も

の
。　

子
ど
も
た
ち
は
、
ご
み
や
し
尿
の

収
集
か
ら
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
の
処
理

の
よ
う
す
、
そ
し
て
霧
谷
埋
立
地
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
ご
み
・
・
し
尿
処
理
・

火
葬
業
務
の
あ
ゆ
み

昭
和
3
9
年
　
し
尿
処
理
場
建
設
（
60

團
／
日
）

昭
和
4
0
年
　
火
葬
場
建
設
（
火
葬
炉

3
基
　
汚
物
炉
1
基
）

昭
和
4
2
年
　
焼
却
場
建
設
（
2
5
t
／
舳
）

ご
み
収
集
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に

昭
和
4
7
年
　
川
西
町
霧
谷
に
埋
立
開

始昭
和
4
8
年
　
組
合
設
立
（
ご
み
処
理

の
み
）
　
新
焼
却
場
建
設
着
手

昭
和
4
9
年
　
新
焼
却
場
完
成
（
6

0
t

／
紬
）
　
し
尿
・
火
葬
業
務
が
組
合

事
務
と
な
る

昭
和
5
1
年
　
し
尿
処
理
施
設
増
設
（
30

㍑
／
日
）
　
霊
き
ゅ
う
車
（
バ
ス
型

10

人
乗
り
）
導
入

昭
和
54
年
　
ご
み
収
集
業
務
の
全
面

委
託

昭
和
57
年
　
委
託
収
集
車
に
機
械
車

を
導
入

昭
和
5
9
年
　
霊
き
ゅ
う
事
業
の
民
営

化

“へ

嶋
　
　
　
　
当
然
加
入

◆ 9
妻
φ
夢
◆
季
φ
季
φ
夢
φ
妥
φ
夢
φ
妥
φ
季
φ
季
ψ
善
φ
夢
φ
妻
φ
幸
φ
夢
φ
妻
φ
夢
φ
義
φ
妻
φ
季
◆
垂
φ
妻
φ
季
φ
季
φ
季
φ
垂
φ
～

鰯◆傷◆噺◆・蜘◆蜘◆・噺◆・蜘・◆噌b◆噸・◆蜘◆蜘◆噺◆噺◆偽

①

4
、つ

6
》

　
　
　
　
　
　
」
ギ

任
意
加
λ

農
業
者
年
金
に

　
　
　
加
入
し
よ
う
”

一
、
農
業
者
年
金
と
は

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後

見学会に参加して…
　わたしたちが、集めた：ゴミを持って

いってふかい所に投げこみました。下

を見たら、すごくふかくて落っこちた

らたいへんです儀すごく大きいはさむ

きかいが￥コミを上に持っていきまし

た。とてもくさかったです。

　　　　　　　　（3年服部絵理）

　きり谷へ行ったら、まだ使える自転

車がすててありました。まだ使えるの

にもつたいないと思いました。

　　　　　　　（3年　渡部三恵子）

　ぽくたちは、バキュームカーについ

ていって、うんこをすうところを見ま

した。スリッバや空きかんが落ちてい

て、おじさんたちはこまったようでし

た。　　　　　　（4年斎木　潤）

　もえるごみは家でもやして、生ごみ

は、緑のごみをためる物に入れて、ジ

ュースのかんは、はい品回しゅうに出

せば、もっとごみが少なくなって、しょ

うきゃく場の人も助かると思います。

　　　　　　　　（4年　村出朕恵）

鱒
の
生
活
の
安
定
を
は
か
る
と
と
も
に
、

蜘
農
業
経
営
の
若
返
り
、
経
営
規
模
の

▲
▼

触
拡
大
を
す
す
め
る
目
的
で
で
き
た
年

ゆ

怖
金
で
す
。
昭
和
四
十
六
年
一
月
に
発

▲
▼

噸
足
し
ま
し
た
。

輪◆
二
、
加
入
の
対
象
と
な
る
人

ぬ

輪
◎
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

◆
軸
人
（
当
然
加
入
被
保
険
者
）

ゆ

◆
　
⑦
国
民
年
金
の
被
保
険
者

ぬ

輪
　
④
六
十
歳
に
達
す
る
前
月
ま
で
の

◆
嚇
　
被
保
険
者
期
間
な
ど
が
二
十
年
以

ぬ

◆
　
上
と
な
る
人

ル
▲
▼

蜘
　
◎
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

◆
制
　
が
50
a
以
上
あ
る
農
業
経
営
主
。

噺

怖
◎
希
望
す
れ
ば
加
入
で
き
る
人
（
任

◆軸
意
加
入
被
保
険
者
）

り

◆
　
当
然
加
入
被
保
険
者
の
⑦
、
④
の

る

特
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
、
次
の

◆
軸
①
、
②
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
備
え

軸
た
人
．

噺噺《レ侮◆◎◆◎◆◎◆◎◆鰯◆噸◆・

①
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
3
0
a
以
上
50
a
未
満
で
、
年
間

の
農
業
労
働
時
間
が
㎜
時
間
以
上

で
あ
る
農
業
経
営
主
。

②
自
分
名
義
の
農
地
な
ど
の
面
積

が
50
a
以
上
の
農
業
経
営
主
の
直

　
　
て
指
定
さ
れ
た
人
（
一
人
に
限
る
）
“

　
　
で
あ
っ
て
、
引
き
続
き
三
年
以
上
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
　
　
　
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
三
、
加
入
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す
　
　
悔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
保
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
険
料
を
納
付
し
た
期
間
な
ど
が
二
十
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
年
以
上
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
然
加
入
被
保
険
者
の
資
格
取
得
年
月
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
日
は
、
被
保
険
者
の
要
件
を
満
た
し
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
た
日
と
な
り
ま
す
（
保
険
料
に
は
時
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
効
が
あ
り
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
れ
る
の
は
二
年
前
の
保
険
料
ま
で
）
。
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
加
入
資
格
の
あ
る
人
は
、
年
金
額
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
点
で
有
利
に
な
り
鴨

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
ま
す
の
で
　
早
目
の
加
入
を
お
す
す
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
め
し
ま
す
。
加
入
の
届
け
出
は
市
農
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
協
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
所
（
智
怖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
五
七
ー
三
一
一
一
（
⑳
一
二
一
）
へ
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

コ矧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

納
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

険
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸

　
◎
ス
ラ
イ
ド
改
定
さ
れ
る
場
合
あ
り
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

◎
現
在
保
険
料
は
月
額
六
、
一
三
〇
円
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

系
卑
属
（
子
や
孫
）
の
う
ち
、
そ
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

の
経
営
主
か
ら
農
業
後
継
者
と
し
怖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

保険料 60～64歳 65 歳　以 降

保 納付済期間 経営移譲年金 経営移譲年金 業者老齢年金 計
険
料
期

円 円 円 円

納間
9年の場合 565，100 56，600 100，500 157，100

付別 10年の場合 594，900 59，600 111，700 171，300

済年 11年の場合 624，600 62，500 122，900 185，400
金 12年の場合 654，400 65，500 134，000 199，500
支 13年の場合 684，100 68，500 145，200 213，700
給
額

14年の場合 713，900 71，500 156，400 227，900

（
15年の場合 743，600 74，500 167，500 242，000

年
額
』

20年の場合 892，300 89，400 223，400 312，800

）
25年の場合 1，115，400 111，700 279，200 390，900
30年の場合 1，338，500 134，000 335，100 469，100

欲
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ψ
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夢
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φ
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◇
夢
φ
夢
φ
妻
φ
義
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φ
妻
◆
季
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φ
義
φ
夢
◇
善
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親・家族・地域みんなで、明目の社会を背負つて立つ子どもたちをどう育てていくか考えましよう。

お子さんの健康面、手のかけ方などでの心配や不安なことは、市・保健センターの保健婦を利用してください・

　
十
月
は
田
子
保
健
強
化
月
間
で
す
。
明
日
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
達
の

た
め
に
＼
子
育
て
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
乳
幼
児
健
診
の
ひ
と
コ
マ
か
ら

　
「
太
郎
ち
ゃ
ん
＼
何
歳
に
な
っ
た
の
か
な
」
　
「
ほ
ら
言
っ
て
ご
ら
ん
．

わ
か
る
で
し
ょ
う
。
三
歳
で
し
ょ
う
。
ち
ゃ
ん
と
言
わ
な
け
れ
ば
ダ
メ
で

し
ょ
う
」
「
花
子
ち
ゃ
ん
、
絵
本
見
て
み
よ
う
か
。
こ
の
中
で
食
べ
ら
れ

る
も
の
は
ど
れ
と
ど
れ
か
な
」
　
「
ほ
ら
ケ
ー
キ
と
お
り
ん
ご
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
お
う
ち
じ
ゃ
な
ん
で
も
わ
か
る
く
せ
に
」
…
…
子
ど
も
が
答
え
よ

う
と
し
て
い
る
の
を
、
横
か
ら
、
お
田
さ
ん
が
間
髪
い
れ
ず
答
え
て
し
ま

う
　
　
お
せ
っ
か
い
マ
マ
さ
ん
。
か
と
思
う
と
．
こ
ち
ら
で
は
あ
き
ら
か

に
問
題
だ
が
な
と
思
つ
て
「
お
田
さ
ん
．
子
供
さ
ん
の
こ
と
で
気
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
の
問
い
に
＼
　
二
日
中
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
ま
か

せ
て
あ
る
の
で
＼
私
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
無
責
任
マ
マ
さ
ん
。

…
…
…
お
田
さ
ん
、
こ
れ
で
良
い
の
で
し
よ
う
か
。
子
ど
も
の
問
題
行
動

が
低
年
齢
化
し
て
き
て
い
る
昨
今
＼
乳
幼
児
期
の
育
て
万
が
重
要
視
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
度
＼
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
純
で
、
喜
び
や
不
機
嫌
、
と
き
に
は

品
人
間
的

　
　
　
　
情
緒
の
発
達

　
赤
ち
ゃ
ん
の
頃
を
思
い
お
こ
し
て

み
る
と
、
感
情
の
あ
ら
わ
れ
方
は
単

興
奮
、
お
そ
れ
な
ど
の
程
度
し
か
あ

ら
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
三
歳

頃
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
感
情
は
さ

ら
に
複
雑
と
な
り
、
心
の
発
達
が
日

常
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

の必要な児
で
察

診
観

健
過
度

児
経
鵬

幼
　
　
和

　
　
　
　
昭

◎1歳6ヵ月児（570人受診）

　　歩き方一…・…・………・……8人

　　言葉のおくれの疑い……一18人

　　全体のおくれ………………1人

　　指さし未…一…一……・・…・4人

　　その他………………………5人

◎3歳児（619人受診）

　｛　　言葉のおくれの疑い………21人

　　おちつきなし………………4人

　　その他・………………・…・一18人

※適切な時期に、適切な手のかけ方

　がなされずに、経過観察が必要な

　子が増えています。

￥11／
　　　　　’

　
　
　
　
の
　
　
9

　
　
　
　
0

．
　
　
▽
9

（
《
ワ

ァ
　
　
　
｛

態
度
や
言
葉
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
表
現
は
、
幼
稚
で
は
あ
っ
て

も
、
い
つ
の
間
に
か
人
間
的
な
情
緒

が
花
開
い
て
き
ま
す
。

晶
丁
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

　
　
体
験
し
て
成
長
す
る

　
子
ど
も
は
、
日
常
生
活
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
す
べ
て
が
自
分

が
満
足
す
る
も
の
で
な
い
の
で
、
し

ば
し
ば
壁
に
つ
き
あ
た
り
、
さ
ら
に

そ
れ
を
打
ち
破
っ
て
、
自
分
を
満
足

さ
せ
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
何
度
か
経
験

し
て
い
く
う
ち
に
、
自
分
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の

気
持
ち
を
お
さ
え
る
知
恵
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
え
ら

れ
て
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
日
常
生

活
の
中
で
身
を
も
っ
て
体
験
し
な
が

ら
成
長
し
て
い
く
の
で
す
。

“
自
分
自
身
の

　
　
　
　
向
上
に
よ
り
よ
い
親
に

　
子
ど
も
は
自
分
ひ
と
り
で
自
然
に

成
長
す
る
の
で
は
な
く
、
初
め
は
ご

く
単
純
な
ま
ね
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
覚
え
た
こ
と
は
記
憶
に
残
り

そ
れ
が
数
多
く
な
る
に
つ
れ
て
、
子

ど
も
の
特
徴
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
で
す
か
ら
、
子
ど
も
に
と
っ

て
は
、
よ
い
環
境
と
よ
い
親
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
親
自
身
が
す
べ
て
完
全

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
親
も
反
省
す
べ

き
と
こ
ろ
は
素
直
に
反
省
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
子
ど
も
の
た
め
に
犠

牲
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
た
め
に
よ
い

環
境
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
。

　
子
ど
も
を
立
派
に
育
て
る
と
い
う

こ
と
は
、
親
自
身
が
成
長
し
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
、
子
ど
も
の
発
達
し
て
い
く
課
程

に
必
要
な
手
助
け
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

赤ちゃんのときは白　だれでも白

　どんな人でも白

からだや心がそだっていくのといっしょに

　その臼を美しく染めていく

ひとにはやさしく　自分にはきびしく

　それをつづけると

　白はすばらしい色になる

　　　　　　　一サトウ・ハチロー一
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保
母
㊧
目
蕩
屋

　
　
　
　
　
　
　
鍍
鐘
曝
馨
陀

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
明

る
く
元
気
な
声
、
も
じ
も
じ
し
て
い

る
．
小
さ
な
声
、
お
母
さ
ん
と
バ
イ
バ

イ
し
て
い
る
子
、
約
束
し
て
い
る
子
、

お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
子
、

昨
日
の
で
き
ご
と
を
一
早
く
保
母
に

知
ら
せ
る
子
。
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
相

手
に
な
っ
て
や
る
保
母
の
姿
。
保
育

所
の
朝
の
玄
関
は
、
家
庭
と
保
育
所
、

子
ど
も
と
保
母
と
お
家
の
方
と
の

か
け
橋
と
な
っ
て
く
れ
る
大
事
な

場
所
な
の
で
す
。
ま
た
一
年
間
の
子

ど
も
達
の
成
長
も
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
一
歳
か
ら
六
歳
と
年
齢
の
幅
の
あ

　
　
　
　
〈
下
条
保
育
所
〉

　
　
　
　
　
桑
原
ミ
チ
子

る
保
育
所
生
活
は
、
兄
弟
の
少
な
い

今
の
家
庭
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
経
験
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。

遊
び
に
つ
い
て
も
、
家
の
中
で
遊
ぶ

事
の
多
い
今
、
本
当
に
子
ど
も
が
望

ん
で
い
る
遊
び
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
が
や
ろ
う
と
す
る
前
に
、
お

と
な
が
規
制
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
ど
も
は
本
来
、
戸
外
遊
び

が
大
好
き
で
す
。
砂
、
水
、
ど
ろ
、

そ
れ
に
散
歩
、
時
間
を
気
に
せ
ず
、

夢
中
に
遊
び
「
は
ら
へ
っ
た
」
と
い

給
△
…
罠
室
懸
匿
麟
・
薦

子
越
懲
鯉
鞭
鑓
蓬
鈷

　
保
育
所
の
食
事
を
通
し
て
、
特
に

感
じ
て
い
る
子
ど
も
の
食
生
活
に
つ

い
て
、
二
・
三
の
状
況
を
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
か

一
、
食
物
を
噛
め
な
い
子
ど
も

　
現
代
の
子
ど
も
達
が
好
ん
で
食
べ

る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

う
ま
で
は
遊
ば
せ
て
あ
げ
た
い
も
の

で
す
ね
。

　
先
日
、
テ
レ
ビ
で
チ
ン
。
バ
ン
ジ
ー

の
生
活
を
見
ま
し
た
が
、
彼
等
は
非

常
に
よ
く
動
き
、
遊
び
、
そ
の
中
で

道
具
を
使
い
な
が
ら
、
人
間
の
子
ど

も
と
似
た
行
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

彼
等
も
彼
等
な
り
に
、
人
間
の
子
ど

も
達
と
同
じ
よ
う
に
、
遊
び
の
中
で

知
能
や
機
能
を
み
が
き
、
社
会
性
を

育
ん
で
い
く
の
で
す
。

　
今
日
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
で

の
保
育
は
、
保
育
所
と
家
庭
と
地
域

全
体
で
の
子
育
て
が
必
要
と
な
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
〈
栄
養
士
〉

　
　
　
　
　
春
日
か
ず
子

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
は
、
均
質
化
さ
れ
、

軟
ら
か
く
、
魚
の
骨
の
よ
う
に
取
り

除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
入

っ
て
い
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
か
ら
、

お
や
つ
の
大
豆
の
か
ら
揚
げ
や
、
す

る
め
の
よ
う
に
、
固
い
も
の
は
ほ
と

ん
ど
の
子
ど
も
が
苦
手
で
す
。

　市国民健康保険では、昭和56年度

から総合健康診断事業（一鼠人聞ド
ック）を実施して恥ます。本年度は、

7・8月の前期に約100名の方が利用

されました。糖尿病・脳卒中・ガン

などおそろしい成人病につながる異

常の、早期発見・早期治療に役立つ

のが人間ドックです。

　後期をつぎの要領で実施しますの
で、受診を希望する方は、市・保健衛

生課国保係（盈57－3111⑧504・505〉

へ申し込んでください。

ロ対象者（次の各項目に該当する人）

①昭和59年度中に満40歳および45歳

に達する人（昭和19年4月2日～昭

和20年4月1日生まれおよび昭和14

年4月2日～昭和15年4月1日生ま
れの人）　②十日町市の国保の保険

証の交付を受けてから1年以上経過

した人　③国民健康保険料を滞納し

ていない人

覆実施時期　10月中

臨申し込み期限　10月6日厳守

※印鑑・保険証を持参の上申し込ん

でください。

あし歯のないよい歯の子
（9月の3歳児健診を受けた子56人）

　
そ
の
中
で
も
、
前
歯
の
み
で
噛
む

た
め
、
い
つ
で
も
食
物
を
口
の
中
で

モ
グ
モ
グ
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
噛

む
こ
と
が
う
ま
く
で
き
な
い
た
め
、

水
や
汁
物
で
流
し
込
む
い
わ
ゆ
る
早

食
は
、
肥
満
や
偏
食
な
ど
食
生
活

に
問
題
を
持
つ
子
ど
も
に
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

二
、
加
工
食
品
に
慣
ら
さ
れ
た
味
覚

　
保
育
所
の
お
や
つ
に
プ
リ
ン
を
作

っ
た
ら
、
　
「
お
い
し
く
な
い
」
と
い

う
声
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
理
由

は
甘
く
な
く
、
卵
が
入
っ
た
よ
う
で
、

家
で
買
う
プ
リ
ン
の
方
が
お
い
し
い

と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
例
で
も
、
子
ど
も
の
味
覚
は

内
容
よ
り
も
手
軽
な
市
販
品
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
、
ハ
シ
が
使
え
な
い
子
ど
も

　
ス
プ
ー
ン
を
持
つ
段
階
は
家
庭
で

教
え
て
も
、
そ
れ
が
ハ
シ
に
持
ち
変

わ
る
段
階
で
、
何
の
指
導
も
な
い
ま

ま
に
、
使
い
や
す
さ
な
ど
選
ば
ず
に

ハ
シ
を
持
た
せ
て
す
ご
し
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1日人問ドック（後期）

　　　に申し込みを

氏　　名 住　　所 保護者名

村山　尚美 西本町2 茂

庭野　孝紘 田中町東 利　夫

中藤　陽子 上　川　町 稔

池田　弘基 四日町中原 則　夫

大嶋真太郎 太　子　堂 二久吉

橋本啓芝 新　　　水 栄　一

田端籍美 大黒沢東 勇　二

　
保
育
所
に
よ
っ
て
は
、
五
歳

襯
⑰
暴
善
甜
　
　
　
’
瀞

た
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
幼
児
期
の
食
生
活
は
、
健
　
　
　
　
　
　
　
（
・
㌧

康
面
だ
け
で
な
く
、
食
事
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
『

本
的
な
マ
ナ
ー
や
嗜
好
の
基
礎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ゲ

な
ど
が
形
成
さ
れ
る
重
要
な
時

期
で
あ
る
だ
け
に
、
家
庭
に
お

け
る
子
ど
も
の
食
生
活
に
つ
い

て
十
分
な
配
慮
を
望
み
ま
す
。

い
よ
い
よ
始
ま
る
退
職
者
医
療
制
度

　
　
　
　
▼
▽
▼
十
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
▲
△
▲

　
十
月
一
日
か
ら
「
退
職
者
医
療
制

度
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
年
金
受
給

権
が
発
生
す
る
と
、
本
人
あ
て
に
年

金
証
書
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
受
け

と
っ
て
十
四
日
以
内
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
退
職
者
医
療
制
度
の
加
入
者

・
被
保
険
者
…
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
の
う
ち
、
被
用
者
年
金
受
給
者

が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
　
〔
厚
生

年
金
・
船
員
保
険
あ
る
い
は
各
種
共

済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金
を

受
け
て
い
る
人
〕

・
被
扶
養
者
…
被
保
険
者
の
配
偶
者

や
第
三
親
等
内
の
親
族
で
、
被
保
険

者
と
同
一
の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し

て
そ
の
人
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
る
人

◎
退
職
者
医
療
の
自
己
負
担
額

・
退
職
者
本
人
…
入
院
・
外
来
　
二

割
　
・
被
扶
養
者
…
入
院
　
二
割
、

外
来
　
三
割

　
高
額
療
養
費
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

◎
医
療
機
関
へ
の
か
か
り
方

　
当
分
の
間
、
現
在
の
国
民
健
康
保

険
証
と
「
退
職
被
保
険
者
証
明
書
」

を
い
っ
し
ょ
に
医
療
機
関
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
　
（
退
職
被
保
険
者
証

明
書
を
忘
れ
る
と
、
従
来
の
自
己
負

担
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
場
合
、
特
例
療
養
費
支
給
申
請
書

に
よ
り
差
額
の
請
求
と
い
う
二
重
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
）

◎
退
職
者
の
保
険
料

　
保
険
料
の
算
定
は
従
来
通
り
で
す
。

◎
退
職
被
保
険
者
の
資
格
喪
失

・
七
〇
歳
に
到
達
し
た
と
き
（
老
人

保
健
に
加
入
し
た
と
き
）
　
・
死
亡

し
た
と
き
　
・
社
会
保
険
に
加
入
し

た
と
き
　
　
以
上
い
ず
れ
か
に
よ
り

資
格
を
失
っ
た
場
合
は
、
そ
の
扶
養

者
も
同
時
に
資
格
を
失
い
、
従
来
の

国
民
健
康
保
険
に
も
ど
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
・
保
健
衛
生
課
国
保

係
（
智
五
七
ー
三
一
一
一
㊥
五
〇
四
・

五
〇
五
）
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
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市民と語る日●
　
　
　
●

日

9
一

一

9月1
ロP＿▲一＿」

瀕
一

瞬
製
擁
参
加
者
も
慧
．
灘
巖
躁
を
数
霧
掻
幽

　
九
月
の
市
民
と
語
る
日
は
＼
市
の
重
点
課
題
を
テ
ー
マ

に
し
た
五
回
目
と
し
て
．
　
「
こ
れ
か
ら
の
保
育
行
政
を
考

え
る
」
座
談
会
を
二
十
六
人
の
保
育
関
係
者
が
出
席
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

開
催
し
＼
フ
リ
ー
の
参
加
者
も
七
十
六
人
を
数
え
ま
し
た
。

　
こ
の
座
談
会
は
＼
市
内
部
組
織
で
あ
る
「
保
育
行
政
検

討
委
員
会
」
か
ら
の
答
申
書
（
詳
細
は
市
報
八
目
一
一
十
五

日
号
参
照
）
を
も
と
に
し
て
．
将
来
に
渡
っ
た
市
の
保
育

行
政
の
あ
り
万
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア
を
集
約
す
る
場
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
＼
答
申
書
に
対
し
て
の
質
疑
を
中
心

に
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
保
育
行
政
は
＼
就
学
前
児
童
の
減
少
に
伴

う
幼
稚
園
・
保
育
所
の
定
員
ワ
レ
．
こ
れ
に
起
因
す
る
経

営
の
悪
化
・
市
の
超
過
負
担
の
増
大
な
ど
の
問
題
を
か
か

え
、
大
き
な
ま
が
り
角
に
た
つ
て
い
ま
す
。

　
答
申
書
に
は
．
保
育
所
の
廃
止
・
幼
稚
園
化
．
法
人
へ

の
切
り
か
え
・
定
員
削
減
な
ど
多
く
の
施
策
が
も
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
が
．
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
保
育
当
事
者

側
．
父
兄
側
な
ど
受
け
と
め
る
に
あ
た
つ
て
＼
様
々
な
要

因
を
含
ん
で
お
り
＼
語
る
日
に
お
い
て
も
活
発
な
質
疑
が

か
わ
さ
れ
＼
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
紙
面
に
限
り
も
あ

り
＼
そ
の
全
容
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
￥
出
さ
れ
た
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

．
灘

幼
・
保
混
同
の

　
　
現
状
は
ど
う
な
の
か

む
つ
み
幼
　
答
申
に
あ
る
、
幼
稚
園
、

保
育
所
が
競
合
状
態
で
あ
る
と
の
表

現
は
適
切
で
な
い
。
保
護
者
は
意
識

し
て
幼
稚
園
を
選
択
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

い
ず
み
保
　
幼
稚
園
で
は
就
園
奨
励

金
に
よ
り
保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
保
育
所
か
ら
幼

稚
園
に
園
児
が
流
れ
る
原
因
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
通
園
バ

ス
運
行
に
よ
り
、
園
児
間
の
不
公
平

感
が
広
が
っ
て
い
る
。

山
本
愛
泉
保
　
幼
稚
園
、
保
育
所
で

は
現
実
に
同
様
な
保
育
が
行
わ
れ
て

お
り
、
保
護
者
が
そ
の
違
い
を
理
解

で
き
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
今

後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
目
的
に
そ

っ
た
運
用
が
さ
れ
れ
ば
、
保
護
者
に

も
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

十
日
町
保
　
答
申
の
中
に
は
、
民
間

や
現
場
（
保
母
）
の
考
え
が
十
分
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長
　
福
祉
事
務
所
を
事
務
局

と
し
て
、
行
政
内
部
組
織
で
ま
と
め

た
も
の
だ
が
、
保
母
、
父
母
の
会
会

長
経
験
者
、
私
立
保
育
園
・
幼
稚
園

園
長
な
ど
の
意
見
も
お
聞
き
し
た
。

川
治
保
　
保
母
に
限
っ
て
い
え
ば
、

十
分
に
意
向
が
反
映
さ
れ
た
と
い
う

の
は
疑
問
で
、
ご
く
一
部
の
考
え
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

十
日
町
幼
　
答
申
書
を
読
む
と
、
な

る
ほ
ど
と
思
わ
せ
る
所
が
多
く
、
行

政
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
答

申
書
を
受
け
と
め
て
、
み
ん
な
で
考

え
る
場
と
し
た
ら
ど
う
か
。

北
原
保
・
十
日
町
保
の
廃
止
に
つ
い
て

北
原
保
　
就
学
前
児
童
の
予
測
を
み

る
と
、
下
条
地
区
も
中
条
地
区
と
同

様
に
減
少
が
続
く
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
に
伴
っ
て
建
築
さ
れ
て
ま
も
な

い
北
原
保
育
所
を
廃
止
し
、
老
朽
化

し
た
下
条
保
育
所
を
改
築
し
て
、
そ

の
一
部
を
吸
収
し
た
い
と
い
う
答
申

は
納
得
で
惑
な
い
。

市
民
部
長
　
北
原
保
育
所
は
入
所
児

童
数
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ

を
廃
止
し
て
下
条
あ
る
い
は
中
条
保

育
園
に
吸
収
し
て
い
き
た
い
。

北
原
保
　
北
原
保
育
所
建
物
は
ま
だ

新
し
い
の
だ
か
ら
、
下
条
保
育
所
を

改
築
す
る
よ
り
、
何
ら
か
の
方
法
で

北
原
保
育
所
に
吸
収
す
る
方
向
は
で

な
か
っ
た
の
か
。

市
民
部
長
　
民
間
の
活
力
を
生
か
し
、

地
域
的
分
布
に
配
慮
し
た
中
で
、
下

条
に
置
く
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。

十
日
町
保
　
答
申
で
は
、
十
日
町
保

育
所
は
昭
和
六
十
年
度
で
廃
止
と
な

っ
て
い
る
が
、
国
道
東
側
に
公
立
保

育
所
は
一
つ
し
か
な
く
、
園
児
数
は

少
な
く
て
も
、
ど
う
し
て
も
現
在
の

場
所
に
保
育
所
が
な
く
て
は
困
る
人

ば
か
り
だ
。

北
越
保
　
受
入
体
制
さ
え
あ
れ
ば
、

あ
え
て
十
日
町
市
立
に
こ
だ
わ
ら
な

く
て
も
よ
い
と
思
う
。

水
沢
保
育
所
の

　
　
　
　
幼
稚
園
化
は

水
沢
保
　
水
沢
保
育
所
は
六
十
七
年

度
廃
止
、
幼
稚
園
化
と
い
う
答
申
だ

が
、
保
育
所
へ
の
通
園
の
問
題
、
企

業
誘
致
に
伴
う
就
労
の
問
題
な
ど
に

配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
単
純
に
超
過

負
担
の
解
消
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
地
域
性
も
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

保
育
料
軽
減
の
検
討
を

い
ず
み
保
　
保
育
料
の
軽
減
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
行
政
側
と
し
て
考
え

直
し
て
ほ
し
い
。
他
自
治
体
で
は
、

十
日
町
市
よ
り
保
育
料
が
安
い
と
こ

ろ
が
多
く
で
て
き
て
い
る
。
保
育
料

を
あ
る
程
度
で
お
さ
え
な
い
と
、
入

園
す
る
階
層
が
限
ら
れ
、
そ
れ
が
市

財
政
圧
迫
に
も
つ
な
が
る
。

山
本
愛
泉
保
　
答
申
で
は
、
保
育
所

の
廃
止
・
定
員
削
減
は
示
さ
れ
て
い

る
が
、
幼
稚
園
の
定
員
削
減
な
ど
に

ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
通
園

バ
ス
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問

を
感
じ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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市
民
部
長
　
幼
稚
園
は
定
員
と
い
う

　
こ
と
で
な
く
、
学
級
単
位
（
四
十
人
）

　
の
編
成
な
の
で
、
そ
の
年
の
状
況
に

　
よ
っ
て
編
成
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
通

　
園
バ
ス
に
つ
い
て
、
答
申
で
は
、
新

　
た
に
購
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

従
来
使
わ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
し

　
て
い
く
と
い
う
考
え
方
だ
。

水
沢
保
　
通
園
バ
ス
に
長
時
間
乗
る

飛
渡
保
　
幼
稚
園
、
保
育
所
の
色
わ

け
を
度
外
視
し
、
市
全
体
で
今
後
ど

の
よ
う
な
保
育
対
策
を
行
う
か
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

新
座
保
　
十
年
後
以
降
ま
た
子
供
が

増
え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
廃
止
と

い
う
こ
と
で
ゼ
ロ
の
状
態
に
す
る
の

で
な
く
、
財
政
難
を
き
た
さ
な
い
良

い
方
法
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

白
梅
保
　
答
申
書
で
は
、
あ
る
保
育

所
を
廃
止
し
て
、
ほ
か
の
保
育
所
、

幼
稚
園
に
あ
て
は
め
れ
ば
よ
い
と
い

う
考
え
方
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
と
が
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
苦
痛

を
伴
う
こ
と
も
含
ん
で
ほ
し
い
。

北
原
保
　
本
来
市
に
お
い
て
運
営
・

管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
立
保

育
所
を
へ
ら
し
て
、
民
営
化
す
る
こ

と
は
市
行
政
責
任
の
転
嫁
で
は
な
い

の
か
。
ま
た
、
答
申
案
作
成
の
段
階

で
、
外
部
の
意
見
が
入
れ
ら
れ
て
い

な
い
の
は
お
か
し
い
。

ま
た
バ
ス
に
乗
せ
る
の
で
な
く
、
歩

く
、
耐
え
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

八
箇
保
　
園
児
減
少
・
超
過
負
担
の

問
題
は
さ
け
て
と
お
れ
な
い
が
、
水

沢
保
育
所
が
幼
稚
園
化
さ
れ
る
と
通

園
、
就
園
時
間
な
ど
の
問
題
が
お
こ

る
。
父
兄
、
地
域
に
負
担
の
か
か
ら

な
い
よ
う
行
政
指
導
を
し
て
ほ
し
い
。

吉
田
保
　
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、

市
側
も
幼
稚
園
・
保
育
所
側
、
父
兄

側
も
納
得
で
き
る
線
を
だ
す
よ
う
、

結
論
を
急
が
ず
に
、
時
間
を
か
け
て

検
討
し
て
ほ
し
い
。

慈
光
保
　
答
申
案
が
そ
の
ま
ま
通
る

例
が
多
い
の
で
、
じ
っ
く
り
検
討
し
、

市
民
が
理
解
し
、
行
政
が
誠
意
を
示

し
て
、
気
持
よ
く
保
育
が
行
わ
れ
る

方
向
に
向
け
て
も
ら
い
た
い
。

森
の
保
　
こ
の
機
会
に
、
幼
稚
園
、

保
育
所
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
み
ん

な
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

経
営
の
立
場
で
は

山
本
愛
泉
保
　
定
員
ワ
レ
に
よ
り
、

昨
年
度
は
四
〇
〇
万
円
以
上
の
人
件

費
不
足
を
生
じ
、
市
か
ら
四
十
％
補

助
を
受
け
た
。
こ
と
し
も
同
様
に
赤

字
の
見
込
み
で
あ
り
、
理
事
長
、
理
事

か
ら
の
寄
付
で
補
て
ん
し
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
整
備
に
要
し
た
借
入
金

も
返
済
計
画
が
た
た
ず
、
同
様
の
処

．
置
を
や
む
な
く
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
み
保
　
定
員
ワ
レ
に
よ
る
措
置

費
減
に
よ
り
、
保
母
の
昇
給
ス
ト
ッ

プ
、
賞
与
削
減
を
や
む
な
く
さ
れ
て

い
る
。
九
十
人
定
員
施
設
を
六
十
人

で
経
営
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

◇私　立　いずみ保育園園長

　　　　　山本愛泉保育園園長

　　　　　森の保育園園長

　　　　　十日町幼児園母の会会長

　　　　　中条保育園母の会会長

　　　　　北越保育園母の会会長

　　　　　慈光保育園母の会会長

◇へき地吉田保育園園長

　　　　　飛渡保育園園長

　　　　　八箇保育園園長

　　　　　白梅保育園母の会会長

　　　　　鉢保育園母の会会長

　　　　　六箇保育園母の会会長

　　　　　新座保育園母の会会長

◇幼稚園　むつみ幼稚園園長

　　　　　天使幼稚園母の会会長

　　　　　愛宕幼稚園母の会会長

◎＞市　立　下条保育所所長

　　　　　十日町西保育所所長

　　　　　川治保育所所長

　　　　　十日町保育所父母の会会長

　　　　　高山保育所父母の会会長

　　　　　鐙島保育所父母の会会長

　　　　　北原保育所父母の会会長

　　　　　水沢保育所父母の会会長

保
育
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

西
保
　
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
っ
て
若

年
人
口
の
増
加
を
促
す
施
策
を
行
い
、

幼
児
の
増
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
長
い

目
で
、
明
る
い
見
通
し
に
立
っ
て
幼

児
教
育
を
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

高
山
保
　
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
る
施

設
を
、
な
ぜ
簡
単
に
廃
止
の
方
向
に

持
っ
て
い
く
の
か
。
市
を
に
な
う
子

供
を
育
て
る
に
あ
た
っ
て
、
あ
ず
け

る
立
場
、
あ
ず
け
ら
れ
る
立
場
に
立

っ
た
保
育
行
政
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

む
つ
み
幼
　
現
実
を
と
ら
え
る
こ
と

を
ど
う
す
る
の
か
。
私
立
と
公
立
で
は

根
本
的
に
ち
が
う
。
私
立
で
は
経
営

を
ど
う
し
て
い
く
か
が
現
実
の
問
題

で
あ
り
、
健
全
な
経
営
の
た
め
に
、

市
内
全
般
を
見
渡
し
て
施
設
配
置
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
が
問
題
で

あ
る
。

中
条
保
　
幼
稚
園
に
比
較
し
て
保
育

所
の
保
育
料
が
高
い
の
は
事
実
で
あ

り
、
軽
減
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
幼
稚
園
は
園
区
を
定
め
、
旧
道

ま
で
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
。
そ
し

て
延
長
教
育
を
や
め
て
ほ
し
い
。

十
日
町
保
　
子
供
が
減
っ
て
小
規
模

に
な
っ
て
も
、
廃
止
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

学
童
保
育
を

　
　
行
っ
て
は
ど
う
か

山
本
愛
泉
保
　
学
童
で
保
育
に
欠
け

る
児
童
が
多
数
い
る
の
で
は
な
い
か
。

低
学
年
を
対
象
に
保
育
所
の
あ
い
た

ス
ペ
ー
ス
で
学
童
保
育
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。
ま
た
障
害
児
保
育
の
た
め

の
施
設
と
し
て
有
効
利
用
す
る
こ
と

市
長
　
市
長
と
し
て
一
番
つ
ら
い
の

は
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

だ
。
保
育
問
題
は
、
も
し
現
在
の
状

態
を
放
置
す
る
と
、
私
立
保
育
所
は

す
べ
て
赤
字
で
倒
産
し
て
し
ま
う
。

市
長
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を

見
す
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま

た
一
方
で
廃
止
し
な
い
で
ほ
し
い
と

い
う
切
実
な
叫
び
が
あ
り
、
心
を
も

ち
い
た
行
政
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
受
け
と
め
て
、
何
ら
か
の
結
論

を
打
ち
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
費
で
全
部
補
て
ん
で
き
る
か
と
い

っ
た
ら
、
た
い
へ
ん
な
持
出
し
に
な

市民と語る日終了後、各公立保育所の父母の会代表から、

市長に廃止反対などの抗議・要望書が手渡された。

も
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
の
資
格
を
持
つ
、
資
質
の
高
い
保
母

い
ず
み
保
　
学
童
保
育
を
将
来
的
に
　
を
養
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
　
　
十
日
町
保
　
場
所
も
適
地
で
あ
り
、

め
、
幼
稚
園
一
級
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
　
学
童
保
育
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
十
分
な
審
議
を
へ
た
の
ち
決
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、り
市
財
政
が
保
育
園
問
題
で
停
滞

・
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
財
政
補

て
ん
に
も
限
界
が
あ
る
。

　
そ
の
方
法
を
み
い
だ
す
た
め
、
い

ろ
い
ろ
あ
る
手
法
の
中
か
ら
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
市
の
福
祉
を
担
当

す
る
部
門
に
一
年
を
か
け
て
検
討
さ

せ
、
答
申
を
受
け
た
も
の
だ
。
こ
の

答
申
を
尊
重
し
た
い
と
思
う
が
、
こ

の
答
申
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
議
員
、

学
識
経
験
者
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、

審
議
を
へ
て
、
決
断
を
し
、
皆
さ
ん

に
ご
相
談
し
た
い
と
考
だ
て
い
る
。

一「「『
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九
月
二
十
一
日
～
二
十
三
日
、
イ
ラ
ク
　
ヨ
ル
ダ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
、
ア
ラ
ブ
諸
国
九
ヵ
国
二
十
人
の
駐
日
大
使
、
公
使
ら
が
、
十
日

町
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
来
市
の
き
っ
か
け
は
、
ア
ラ
ブ
諸
国
で
作
っ
て
い
る
“
ア
ラ
ブ
ク

ラ
ブ
”
と
い
う
親
善
団
体
の
代
表
が
、
十
日
町
市
出
身
の
建
築
士
と

親
交
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
地
方
の
特
色
あ
る
小
都
市
を
ぜ
ひ
見
た
い
と
い
う
希
望
が
か
な
っ

た
一
行
は
、
ラ
イ
ス
ヤ
ン
タ
ー
や
織
物
工
場
の
視
察
に
大
き
な
興
味

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
姉
妹
都
市
提
携
十
周
年
を
来
年
に
ひ
か
え
、
十
日
町
市
の
国
際
化

も
一
段
と
そ
の
歩
を
早
め
た
よ
う
で
す
。
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獺
灘
、

輸鱗・繋
憾

　
　県百人一首十日町

　市観光協会では、つぎの要領で第2回　　　』　　　』鎌麟澱

新潟県百人一首十日町大会を開催します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
ので、多数の参加をお願いします。　　　・　　　一

團日時　10月10日（水）午前10時～

幽会場　クロス10（本町6－1）

囹級　A・B・C・Dの4階級
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コを囹賞　　十日町市長賞（A級優勝者）　　　纒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護画、
　　　　A・B級3位まで、C・D級8　　　闘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　位まで表彰状および副賞　　　　　　　＿　．　糠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐡
囹参加料　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織

幽申し込み締切り　10月3日（水）

囹申し込み先　十日町市観光協会（本町6－1・クロス10内、智52－2323）

◆◆◆誕生記念植樹祭
　市では、昨年生まれたお子様の誕生記

念として、赤ちゃんの名札を付けた市の

花・山つつじの植樹をつぎにより行いま

すので、ぜひご参加ください。

●日時　10月14日（日）午前10時～

　　　　山つつじ苗木贈呈式・植樹

●場所　十日町公園（諏訪神社うら）

●申し込み締切り　9月30日（日）

植樹穴を掘っておきますので、土を戻す

だけです。移植ゴテもプレゼントします

ので、ご家族づれでおでかけください。

＼
生
誕
地
ま
つ
り
迫
る

◎③
。
晶
藷
篠
卜
輝
羅
黙
ゲ
齪

菌
り
ま
す
・
ま
た
・
駅
通
2
は
箋
の
鬼
太

鼓
が
出
演
し
＼
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
八
箇
入
ロ
交
差
点
か
ら
本
町
六
丁

目
交
差
点
ま
で
は
午
後
一
時
～
四
時
、
駅
通

り
は
午
前
九
時
～
午
後
五
時
ま
で
全
面
交
通

止
め
と
な
り
ま
す
。

補
装
藁
霧
襲
欝

　
開
儀
麗
騨
饗
翼
に

　
市
で
は
毎
月
第
二
水
曜
日
に
補
装

具
修
理
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

十
月
か
ら
、
開
催
日
が
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
三
金
曜
日
　
午
前
十

時
半
よ
り

会
場
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
リ
ハ
ビ

リ
室お

報
糖
羅
毅
麟

　
　
　
　
機
懸
鐡
灌

　
い
よ
い
よ
秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
。

大
安
吉
日
に
は
、
数
十
組
の
新
婚
カ

ッ
プ
ル
が
誕
生
し
、
う
い
う
い
し
い

花
嫁
・
花
婿
あ
て
に
お
祝
い
電
報
が

殺
到
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
式
当
日

で
は
、
挙
式
に
間
に
合
わ
な
い
電
報

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
対
策
と
し
て
、
配
達
の
十
日

前
か
ら
予
約
で
き
る
「
配
達
日
指
定
」

の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
特
に
、

式
当
日
の
三
日
前
ま
で
に
打
つ
と
、

一
五
〇
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
大
安
日
と
土
・
日
曜
日
の

「
一
一
五
番
」
は
た
い
へ
ん
混
み
あ

い
ま
す
の
で
、
ほ
か
の
日
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
〈
十
日
町
電
報
電
話
局
〉

　
　
9
髭
　
　
（
∩

　
　
“
．
．
　
（
）

　
　
C
。
　
へ
＾

0
鱒
9
　
　
・

●
0
0
　
．
．
．
．
●
●
●
。

。
呂
騨
響
轟
砕

6
　
．
・
●
∴
∴
”
．
”
．
．
．
．
6
．
．
．
…
　
　
。

　ノ
／

10月は都市緑化月間

獲
．
、
隆
叢
華
韮
藷
蓮
一
薩
．
曄

●
講
習
対
象
者
　
乙
種
第
四
類
お
よ

び
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
者

●
講
習
会
場
な
ど
　
長
岡
自
治
会
館

（
丙
種
…
十
月
二
十
三
日
、
乙
種
…

十
月
二
十
四
日
～
二
十
五
日
）
な
ど

四
会
場

●
受
験
申
し
込
み
先
　
長
岡
市
大
島

新
町
四
丁
目
大
島
運
輸
㈱
内
、
長
岡

地
区
支
会
な
ど
四
支
会

●
申
し
込
み
期
間
　
講
習
開
催
日
の

十
四
日
前
～
七
日
前

●
受
講
料
　
乙
種
…
会
員
三
、
○
○

○
円
、
非
会
員
六
、
○
○
○
円
　
丙

種
…
会
員
二
、
五
〇
〇
円
、
非
会
員

五
、
○
○
○
円

　
詳
細
は
、
十
日
町
地
域
消
防
本
部

（
費
五
七
－
一
五
五
五
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
徒
募
集

－
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
－

　
県
立
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校
（
北

魚
沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
次
の
要

項
で
昭
和
六
十
年
度
生
徒
を
募
集
し

ま
す
。

〔
募
集
訓
練
科
〕
・
建
築
科
二
十
名

・
左
官
科
二
十
名

〔
応
募
資
格
〕
中
学
校
ま
た
は
高
等

学
校
卒
業
以
上
の
人
（
来
春
卒
業
見

込
者
含
）
で
お
お
む
ね
三
十
歳
以
下

〔
訓
練
期
間
〕
ニ
カ
年

〔
願
書
受
付
〕
十
月
十
五
日
㈲
～
十

一
月
十
日
ω
ま
で

〔
選
考
日
〕
十
一
月
二
十
六
日
㈲

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
詳
細
の
問
い
合

わ
せ
は
、
同
校
へ
（
智
〇
二
五
七
九

－
四
－
二
四
一
〇
番
）

違
麗
難
簗
物
醐
欝

　
　
公
闘
灘
欝
麟
驚
雌

　
十
日
町
土
木
事
務
所
と
十
日
町
市

で
は
、
十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
違
反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み

つ
ぎ
の
と
お
り
、
建
築
相
談
所
の
開

設
と
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
〈
建
築
相
談
所
を
開
設
〉

と
き
　
十
月
十
一
日
（
木
）
～
十
七

日
（
水
）
…
土
・
日
曜
日
、
十
二
日

は
除
き
ま
す
。
午
前
九
時
～
午
後
三

時
ま
で

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十

日
町
総
合
庁
舎
内
）

　
〈
違
反
建
築
物
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
〉

と
き
　
十
月
十
二
日
（
金
）

飯
山
線
の
旅

　
　
　
　
…
1
3
号
発
行

お
求
め
は
、
市
内
各
書
店

で
　
　
一
冊
三
五
〇
円
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豆
知
識
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
　
ノ

　
同
じ
よ
う
に
み
え
る
一
箱
の
ぺ
ー
パ
ー
で
も
、
枚
数
や
長
さ
な
ど
に
よ
る
違

い
が
あ
り
ま
す
。

　
〔
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
表
示
〕

　
　
「
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
」
に
よ
っ
て
、
寸
法
、
枚
数
、
発
売
元
が
、
箱
の

底
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
業
界
団
体
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
協
議
会
で
は
、
標
準
枚

数
を
四
〇
〇
枚
（
二
〇
〇
組
）
と
三
〇
〇
枚
（
一
五
〇
組
）
の
二
種
類
、
大
き

さ
を
L
（
四
五
〇
瞭
以
上
）
と
S
（
四
二
〇
面
以
上
）
の
ニ
サ
イ
ズ
と
し
て
い

ま
す
．
ま
た
、
品
質
の
自
王
規
準
差
め
、
合
格
し
た
も
の
に
⑳
了
ク
を
付

け
て
い
ま
す
。
原
料
の
基
準
は
、
バ
ー
ジ
ン
。
パ
ル
プ
八
O
％
以
上
で
、
パ
ル
プ

一
〇
〇
％
の
表
示
の
も
の
は
、
再
生
パ
ル
プ
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
使
用
す
る
と
き
の
注
意
〕

　
　
　
●
●

呂弼
●
．

●
・

●
・

　
●
6

●
●

ヤ
ρ

10月：市民講座（本館）のご案内

～どなたでもお気軽にどうぞ～

　　　　　　十日町市公民館（智57－5011）

◎
紙
力
増
強
剤
配
合
の
た
め
、
水
に

溶
け
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
水

洗
便
所
で
使
用
す
る
こ
と
は
さ
け
た

い
も
の
で
す
。

◎
「
食
品
衛
生
法
」
で
規
制
さ
れ
て

い
る
蛍
光
増
白
剤
を
含
ん
で
い
る
も

の
も
あ
る
の
で
、
揚
げ
物
の
油
切
り

な
ど
、
食
物
へ
の
直
接
の
使
用
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
．

講座名 内　容 講師 日

古文書入門
初心者のための

入門講座
上村政基 24日

十日町再発見

（近世の群像）

十日町の俳人たち 須藤重夫 5日

阿本杜太郎 相沢和夫 19日

焼　　　　物 初めて焼物に
むかう方に

桑原晴一
2・9・16

23・30日

きょうの料理 NHKテキスト
より

酒井環 3・17日

近代小説
井上靖文学を
味わう

田村喜一 5・19日

時間はいずれも午後7時から9時まで

味の手ほどき プロのコツを学ぶ 田村彰吉 18・25日

時間は午後1時15分から2時間くらい

雛
懸
㈲
省
、
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

灘
㎜
難
鷺
踏

嚢羅れから

の
省
エ
ネ
割

朧
煕
塾
饗
ル
ギ
ー
ラ
イ
フ
」
な
ど
未

懸灘発表のも

の

灘
鰹
擁
慕

原
稿
用
紙
五
枚
程
度

囹
応
募
方
法
　
作
品
裏
面
に
氏
名
、

住
所
・
電
話
、
年
齢
・
職
業
、
テ
ー

マ
・
タ
イ
ト
ル
を
記
入
し
、
㈲
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
「
省
エ
ネ
ル
ギ

i
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
係
」
　
（
〒
鵬
、

東
京
都
港
区
西
新
橋
二
－
三
九
⊥
二
、

S
V
A
X
西
新
橋
ビ
ル
、
盈
〇
三
－

四
三
三
1
0
三
ニ
ハ
）
へ
郵
送
し
て

いらつしやい

3日・17日、夜7時～9時
町市公民館

～3歳一心身の発達の特
…一番大切な幼児のしつ

ポイントです

女子短大　定方俊子先生

ん
ん
餉
朋
佃
臓
物
恥

さ
さ
し

　
　
う
き
ろ
容
　
　
　
師

婚
約
ど
　
こ

新
婚
魁
詫
咽
　
哺

く
だ
さ
い
。

囹
応
募
締
め
切
り
　
十
一
月
十
五
日

　
十
日
町
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
つ

ぎ
の
要
領
で
「
き
の
こ
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
、
だ

れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

は
市
・
市
民
生
活
課
環
境
係
（
智
五

七
－
三
一
二
㊥
一
四
一
）
へ
。

囹
日
時
　
十
月
四
日
㈲
　
午
前
九
時

～
午
後
三
時

囹
場
所
　
塩
ノ
又
森
林
公
園
（
雨
天

の
場
合
は
塩
ノ
又
山
荘
）

囹
講
師
　
丸
山
二
郎
氏
（
三
条
保
健

所
衛
生
課
長
）

囹
送
迎
　
行
き
…
市
役
所
前
八
時
半

発
　
帰
り
…
塩
ノ
又
二
時
半
発

囹
そ
の
他
　
昼
食
を
持
参
の
こ
と

明
嚢
糖
選
肇
謙
灘
畝
タ
ー

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合

会
が
主
体
と
な
っ
て
募
集
し
た
「
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
に
、
市

内
で
は
一
校
十
五
人
（
下
条
小
六
年

生
）
が
応
募
し
ま
し
た
。

　
市
選
管
で
こ
れ
を
審
査
し
た
結
果
、

つ
ぎ
の
三
点
が
入
選
し
、
第
二
次
審

査
（
県
）
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

◎
明
る
い
選
挙
　
み
ん
な
で
さ
さ
え

る
日
本
の
政
治
　
　
（
市
川
信
元
君
）

◎
心
の
輪
が
　
明
る
い
選
挙
を
育
て

る
　
　
　
　
　
　
（
生
越
雅
之
君
）

◎
君
の
一
票
が
政
策
を
生
む

　
　
　
　
　
　
（
小
宮
山
勝
彦
君
）

十日町の

　　人に

　　　　　なりました
■中　村

　南雲　美奈子さん　　　〔49〕

　　　　あぐいちよう
　～愛知・阿久比町～

★
き
も
の
が
ピ
ッ
タ
リ
の
感
じ
の
美

奈
子
さ
ん
（
25
歳
）
。
愛
知
県
阿
久

比
町
か
ら
こ
の
六
月
に
十
日
町
の
人

　
　
　
　
　
　
　
ち
あ
き

に
1
中
村
・
南
雲
千
明
さ
ん
（
織
物

会
社
勤
務
・
2
5
歳
）
の
お
嫁
さ
ん
；

「
私
の
家
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
紡

績
が
中
心
の
街
。
歴
史
的
に
は
、
徳

川
家
康
の
お
母
さ
ん
於
大
の
方
の
生

地
で
す
」
と
紹
介
、
県
都
・
名
古
屋

市
ま
で
25
㎞
程
と
の
こ
と
で
す
。

★
名
古
屋
の
繊
維
卸
会
社
で
一
緒
。

同
世
代
が
多
く
い
る
中
で
、
　
「
何

時
も
側
に
い
な
い
と
ど
う
も
心
配
で

し
た
ネ
（
千
明
さ
ん
）
」
　
「
面
倒
み

が
よ
く
、
都
会
に
染
ま
ら
な
い
で
し

っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
（
美
奈
子
さ

ん
）
」
お
互
い
の
こ
ん
な
気
持
が
二

人
を
結
び
つ
け
た
よ
う
で
す
。

★
十
日
町
は
「
水
が
き
れ
い
。
ご
は

ん
が
美
味
し
い
で
す
」
　
「
そ
れ
に
、

向
こ
う
に
は
、
こ
ん
な
に
親
し
い
近

所
同
士
の
付
き
合
い
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
き
ち
ん
と
正
座
し
て
話
す
美
奈
子

さ
ん
。

　
傍
ら
で
「
と
に
か
く
気
立
て
の
よ

い
大
人
し
い
子
で
す
」
　
「
で
も
、
十

七
夜
で
カ
ラ
オ
ケ
を
唄
っ
た
り
、
み

こ
し
を
か
つ
い
だ
の
に
ビ
ッ
ク
リ
し

ま
し
た
」
と
ご
両
親
。

★
お
花
、
お
茶
、
着
付
け
と
す
べ
て

マ
ス
タ
ー
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ

ん
な
雰
囲
気
が
感
じ
み
れ
ま
す
。

　
今
は
、
家
で
味
つ
け
と
な
か
な
か

分
か
ら
ん
と
い
う
十
日
町
弁
を
一
生

け
ん
命
に
勉
強
1
ー
十
日
町
の
人
に

な
り
つ
つ
あ
る
美
奈
子
さ
ん
で
す
。

肺鵠
腕
鰭
鍵
桐
揖
融
晒
テ
レ
ビ
放
映
第
二
回

◆
と
　
き
　
九
月
二
十
九
日
出
午
前
九
時
二
十
五
分
～
九
時
四
十
分

◆
放
送
局
　
T
N
N
（
テ
レ
ビ
新
潟
）

◆
内
　
容
　
国
際
交
流
（
コ
モ
市
使
節
団
を
中
心
に
）
・
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

　7
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競技内容 会　　場 期日 参加対象

駅伝競走大会 十高グラウンド外道路 ％ 地域・職場学生・女子

野
球

少年学童部 青少年スポーソセンター

％ 小学生・一般
チャンピオン大会 笹山野球場

バスケットボール大会
南　中　学　校
川治小学校
十日町中学校

％
一　　　　般

軟式庭球大会
信濃川運動公園
テニスコー　ト

％ 高校生・一般

テ　ニ　ス　大　会
（シ　ン　グ　ル　ス）

市営テニスコート
十高テニスコート

％ 高校生・一般

卓　球　　大　　会 市民体育館 ％ 中学生・高校・一般

市民体操競技大会 十高東体育館 ％ 一般・中学生・高校生

ノ～　　　ノ寸　　　マ　　　　マ

バレーボール大会 十高西体育館 ％
市内在住・在勤
の既婚男女

剣　　道　　大　　会 西　小　学　校 ％ ・瞠生・中学生・高校生

柔　　道　　大　　会
（市民選手権大会） 武　　道　　館 ％ 青年・高校生

中学生・小学生

相　　撲　　大　　会
（新　　人　　戦） 東　小　学　校 ％ 小　　学　　生

空手道選手権 武　　道　　館 ％ 高校生・中学生・小学生

魚沼スカイライン
縦走サイタリング

魚沼スカイライン ％ 小学校高学年以上

〈10月7日開催のもの〉

バドミントン大会吉田中体育館 ％ 愛好者（含高校生）

礫馨園叢驚著響熱鐵轍嚇蕊嚢

御虹想〃

　　、◎㊦

所定の申込用紙を使用のこと。申込用紙は、市

体育課・各地区公民館にあります。

　　　　　　　　　ウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？
■日時　10月16日（火）　　？

雨天の場合17日に延期　？

　　　　　　　　　ウ午前9時受付開始　　　・
　　　　　　　　　ウ
■会場　青少年野外スポ　・
　　　　　　　　　ウ
ーツセンター　　　　　う

■締め切り　10月9日（火）ぐ

　　　　　　　　　　　■申し込み先　市体育課　マ

　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　蚤
　　　　　　　　　　●

藩、欝．裟隙轍饗癒逡渠滋
薗日時10月1日（月）から毎週水曜日、

午後7：30～9：30　10回の講習を行いま

　す。

■会場市民体育館
■テーマ　「バドミントンを楽しもう！」

■対象初心者
■参加料無料
■内　容　“庭”でやるバドミントンを

“コート”の中へ。ルールを覚え、試合が

できるように、当市協会員が指導します。

■問い合わせ　市民体育館か教室担当

（市・年金係蔵品費57－3111㊥142）へ。

10月のおもなスポーツ行事予定

期　日 行　事　　名 会　　場

呪2（月・火） 郡市中学校新人大会 郡市内会場 中　体　連

％（月） 柔道審判講習会 武　道　館 市柔道協会

男1。（日・水） 第18回市民スポーツ大会 市内各会場 市体育協会

％㈲ 第18回老人スポーツ大会 市民体育館
社会福祉事務所

市　老　連

％㈲
郡市中学校新人
クロスカントリー大会 水　沢　中 中　体　連

％（日） ’第23回郡市柔道大会 川西総合体育館 市柔道協会

％（日） 魚沼地区
　高校秋季卓球大会

市民体育館 高　体　連

梶15．器（金・月・木） 軟式庭球ナイター講習会 市営庭球コート 市軟式庭球連盟

未定 （体操）中学生技術練習 十中体育館 市体操協会

スポーツ派遣費助成の申請

　市では、スポーツ派遣者に対して費用の助成事

業を昨年から実施しています。つぎのことを参照

のうえ、該当者（団体・個人）は随時、申請書を提出

してください。

■提出先十日町市教育委員会
■提出期日　随時（すみやかに）

■該当範囲　北信越大会規模以上に参加

■添付書類　①助成交付明細書（指定用紙）

　　　　　　②大会要項、プログラム、大会成績

　　　　　　③補助金交付申請書（指定用紙）

　　　　　　④補助金請求書（指定用紙）

■申請者　所属団体、もしくは個人

ぎ覇賑霧草覇芙蕪…”覇帯粥堺7麗鵜鵜蝋i難撚簗難
5（％～％）参加総数76チーム
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1第11回市長杯争奪ナイター野球大会結果

1（％～％）参加総数86チーム
ぎ

襲ディーモンズ　　1
謬　　　　　　　　　　　　　　　　　7レ　　　　　、

妻ナイ！ズ　 0　　　 ＿、　　　　　　　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　6
　　　　　　　　　　　　0

水　道　工　業

グ　レ　ー　ツ

ク　ロ　コダイ　ル

カ　　タ　　ヤ

織物　組合
ね　　し　　げ

3
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1

0

1
3

ア
イ
L
モ
ン
ズ

％青少年野外スポーツセンター

「吉田地区体協」チームV3

吉田地区体協

東　　部　　B

山本混成チーム

江道・猿　倉

水沢地区体協

稲　　荷　　会

八箇チーム

ホームランズ

島　チ　ー　ム

新座地区体協

ウエストタイガー

Family六　　箇

下　条体協
東　　部　　A

大井田体協
タ　カ　ヤ　マ
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7意難｝一i弊の声援・ご協力をお願いし

　　　10
17　　4
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　　6

i■期　日　　10月3日㈱
i　　　　　雨天順延
重■出発時間　女子　正午

響　　　　　男子　午後12：40
弓
毒■コース
1
璽十高グラウンド　→昭和町線→消防署

璽　↑　　　　　　　　↓
1　昭和町線　　　馨　　　城之古
i　　↑　　　　　　　　　　↓
看交通センター　←バイパス　←保健所

望
璽十高グラウンド→昭和町線→消防署→城之古

嚢　↑　　　　　　　　　↓
｛昭和町線　　　　　　　　　　　保健所

i　↑　　曜璽聾　　↓
i交通センター　　　　　　　　　　　川治川土手

i　　欠　　　　　　　　　　／
i　　バイパス←信濃川土手←市場

1毒
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①
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校
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見

込
み
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十
七
年

四
月
二
日
以
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に
生
ま
れ
た
男
子

②
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、

◎ゆずります

品　　　名 規　格 希望価格

バ　　　　イ　　　ク 50　cc 20，000円位

自　転　車（幼児用） 4～5歳 2，000円

サイクリング車 分解できる 50，000円

三　　輪　　車（男） 相談で

自　　転　　車（女） 1～2年用 〃

電　　　話　　　器 〃

ス　ノ　ー　タ　イ　ヤ 600－14
“　　P

オ　　ル　　ガ　　ン 電　気　式 10，000円

文　　　　　　　机 相談で

◎ゆずってください

品　　　名 規　格 希望価格

立　　　　　　　板 （和裁用） 相談で

ミ　　　　シ　　　　ン 足踏でもよい 〃

自　　転　　車（男） 〃

ベ　ビーベ　ツ　ド 〃

冷　　　蔵　　　庫 小　　　型 10，000円

二　段　ベ　ツ　ド 10，000円

自　　　転　　　車 折たたみ式 10，000－15，000円

〃（5年～6年） ドロップハンドル 相談で
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；
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※
注
射
期
間
中
は
原
則
と
し
て
犬
猫
の
引
取
り
は
し
ま
せ
ん
。
（
1
0
月
の
引
取
日
％
・
％
・
％
）

ロ

l
i　犬の登録と注射についてのお知らせ
i　　昭和59年度第2回目の狂犬病予防注射および未登録犬
iの登録を、裏面日程表のとおり実施します。都合のよい
：会場においでください。
ト

：　※対象となる犬　生後3ヵ月以上の犬
ロ

：※持参するもの　（1〉この申込書
ロ

：　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）E口　　金監

コ

：　　　　　　　　　（3）料　金

：　　　　　　　昭和59年度初めて登録する犬
ロ

：　　　　　　登録料…………・・……・2，100円
ぽ

：　　　　　　済票交付手数料………　　360円
ロ

1　　　　　　注射料…………………　1，250円
1

　　　　　　　計　　　　　　　　3，710円
き
　　　　　　　　昭和59年度第2回目の犬
　　　　　　注射料…………一・…・1，250円
り　　　　　　済票交付手数料………　　360円

　　　　　　　計　　　　　　　　　1，610円
と　　つり銭のいらぬよう、用意してください。

　
　
犬
い

　
　
録
よ

せ
登
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ら
未
陪

口
び
者

犬の登録、注射申込書

町　　　　名

世帯主名

電話番号

犬の種類

犬の年齢 年　　　　　　　ヵ月

犬の毛色

犬の性別 めす　　　　・　　　おす

犬の名まえ

犬の体格 大　　・　　中　　・　小

り
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び
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
画

を
無
料
で
借
用
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
　
市
・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
（
盈
五
七
ー
〇
四
九
三
）
へ
。

締
め
切
り
　
十
月
二
十
日
ω

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
月
八
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時

半
　
中
条
八
幡
、
上
町
、
中
町
の
各

一
部
、
上
原
、
旭
ヶ
丘
の
全
部
　
▼

十
月
十
一
日
㈲
　
午
前
九
時
～
正
午

千
歳
町
一
・
二
・
三
丁
目
、
山
本
町

三
・
四
丁
目
の
各
一
部
　
▼
十
月
十

二
日
㈹
　
北
原
の
一
部
、
市
之
沢
、

嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
池
谷
、
入
山
、

魚
之
田
川
、
慶
地
、
新
水
、
上
田
原
、

蕨
平
、
三
ツ
山
、
中
条
菅
沼
、
宇
田

ケ
沢
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又
の
全
部

　
　
　
　
　
　
懸
鱗
お
の
燭

　
　
　
　
糟
額
講
鑛
鵜

　
　
　
　
　
　
鷲
5
選
講

　
　
　
　
　
　
闘
饗
繧
憲
叢
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第2回犬の登録と狂犬病予防注射日程

き
　
り
　
と
　
り
　
線
－
－
－
－
：
：
－
：
：
：
；
ー
－
：
；
：
－
：
：
－
；
：
－
－
」

月／日（曜） 地区 会　　　場 時　　間

川　　治 川　治　公民館 10：30～11：30

吉　　田

吉田集会所 ’13：30～13：40

就業改善センター 13：50～14：20

高島集会所 14：30～14：40

真田小学校 14：50～15：00

名ヶ山小学校 15：10～15：20
』

％
㈹

十日町・川治 十日町保健所 10：30～11：30

中　　条
中　条　公民館 10：30～11：30

大井田公民館 13：30～14：30

下　　条
下条公民館 13：30～14：20

東下組生活改善センター 14140～15：00

％
（幻

十日町 十日町市民体育館 10：30～11：30

六　　箇 羽　根　川　荘 13：30～14：00

八　　箇
八箇小学校 14：30～14：40

関浅集落センター 14：50～15：00

水　　沢

水沢公民館 10：30～11：30

馬場飼育所 13：30～14：10

野中小学校 14：40～15：00

％
㈲

中　　条 新水克雪センター 13：30～13：50

十日町 赤倉小学校 14：30～14：40

一｝一一

…
繁
韓
遙
羅
曇
工
凝
迄
ザ
予
防
接
種
旦
程
囲

地
区
，
名

実
　
施
　
月
　
　
日

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

一
回
目

二
回
目

吉
田
小
学
校
区

10
月
1
6
日

（
火
）

n
月
6
日

（
火
）

　
％
は
午
後
3
時
～
3
時
2
0
分

　
％
は
午
後
2
時
～
2
時
2
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

　
％
は
午
後
3
時
5
0
分
～
4
時

　
％
は
午
後
2
時
5
0
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

六
箇
小
学
校
区

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
1
0
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

野
中
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

10
月
1
7
日

（
水
）

n
月
7
日

（
水
）

午
後

2
時
　
　
、
2
時
1
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

馬
場
小
学
校
区

10
月
1
9
日

（
金
）

11

月
9
日

（
金
）

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
2
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後

2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

珠
田
分
校

期
　
日

検
診
時
間

検
診
会
場

対
　
象
　
地
　
区

10

月
1
日
㈲

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ
ー

本
町
4
・
5
、
袋
町
㈹

午
後
1
時

～
午
後
3
時

栄
町
、
高
田
町
1
・
2
・
3
東

10

月
2
日
㈹

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

高
田
町
3
西
・
3
南
、
丸
山
町

午
後
1
時

～
午
後
3
時

昭
和
町
㈹
、
西
寺
町

10

月
3
日
㈱

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

七
軒
町
、
泉
町
、
加
賀
糸
屋
町

関
口
樋
口
町
、
駅
通
り
、
西
浦
町
東

午
後
1
時

～
午
後
3
時

西
浦
町
西
、
旭
町

稲
荷
町
1
・
2
・
3
本
通
り

10

月
4
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
3
0
分

保
健
セ
ン
タ

稲
荷
町
3
東
・
3
南
・
3
北
・
4
．
西

午
後
1
時

～
午
後
3
時

西
本
町
1
・
2
、
千
代
田
町
、

八
幡
田
町

眠献血車日程（一
10月

　7日（日）青少年ホーム

　15日（月〉立正佼成会

　　　　十日町教会
　29日（月）吉沢織物㈱

　30日（帰睦織物㈱

　　　　明石工場

●時間はいずれも

　午前10時～午後3時

明日といわず今献血を

該
当
者
　
満
三
歳
か
ら
中
学
生

接
種
方
法
　
一
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
皮
下
接
種
す
る

料
金
満
三
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
一
〇
〇
円
（
接
種
当
日
持
参
）

受
け
ら
れ
な
い
人
　
生
ワ
ク
投
与
・
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

　
　
　
　
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師
が

　
　
　
　
不
適
と
認
め
た
人

◎
保
育
所
・
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て
い
る
方
は
、
後
日
保
育
所
・
幼
稚
園
よ
り
配
布
さ
れ
る
日

　
程
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
十
月
二
十
三
日
以
降
の
日
程
は
十
月
十
日
号
に

欝珊藁星藷

窯
索
護
繕
癖
羅

地
　
　
区
　
　
名

実
施
月
日

受
付
時
間

実
施
会
場

十
日
町
・
新
座
・
大
井
田
地
区

10

月
9
日
㈹

午
後
1
時
4
5
分

　
　
～

午
後
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
i

中
条
・
川
治
・
六
箇
地
区

m
月
11
日
㈲

吉
田
・
下
条
・
水
沢
地
区

10

月
12
日
㈹

該
当
者

※
個
人
通
知
書
を
忘
れ
ず
に
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
、
会
社
な
ど
で
受
診
さ
れ
な

　
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
3
5
歳
以
上
の
か
た
は
検
尿
、
血
圧
測
定
後
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
循
環
器
検
診
（
検
尿
、
血
圧
測
定
）
の
受
診
者
は
一
〇
〇
円
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
老

　
人
保
健
法
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

▼
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
親
睦
会
日
時
／
十
月
十
四
日
㈲
午
前
十
時
～
午
後
三
時

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

10

月
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

56

年
4
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

10
月
1
9
日

（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

58

年
4
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

10

月
17
日

（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
30
分

59

年
6
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

10
月
1
6
日

（
火
）

午
後
1
時

　
～
3
時

騙
年
B
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
｛
織
鱗
朗
纂
聯
励
難
き
れ
い
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

会
場
／
四
ツ
宮
荘

H
一
回
目
　
五
十
九
年
二
月
　
　
一
日
～
六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
口
二
回
目
五
十
八
年
七
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
　
口
そ
の
他
　
四
歳
未
満
で
一
度
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
と
一
回
し
か
受
け
て
い
な
い
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
投
与
方
法
　
生
後
三
ヵ
月
か
ら
四
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
月
の
間
に
六
週
間
以
上
の
間
隔
で
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
投
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
金
　
無
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
な
い
人
　
有
熱
者
、
病
後
衰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弱
の
著
し
い
人
、
下
痢
を
し
て
い
る
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人
。

連
絡
先
／
小
海
清
司
盈
五
二
－
三
ニ
ニ
五
▲

　
投
与
顯
接
種
前
の
注
意

・
子
供
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い

る
人
が
必
ず
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
投
与
・
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十
分

注
意
。
　
・
投
与
、
接
種
日
の
朝
、
昼

体
温
測
定
を
。
　
・
か
ぜ
な
ど
で
投
与
、

接
種
が
不
安
な
方
は
、
主
治
医
と
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
必
ず
擦
持
参
《
溜
さ
い

・
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん
・
十
日
町

市
に
住
民
登
録
の
な
い
人
が
、
投
与
、

接
種
を
受
け
た
い
場
合
は
、
住
民
登
録

の
あ
る
市
町
村
か
ら
予
防
接
種
依
頼
書

を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
※
前
記

の
も
の
を
忘
れ
る
と
投
与
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
問
診
票
鶴
つ
い
て

・
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て

記
入
し
、
必
ず
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
時
は

前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
に
取
り
に
き

て
く
だ
さ
い
。

「
薯
塵
聾
－
ー
1
6
9
8
響
覇
1
8
6
1

「’葡一一一一一9一“。鱒葡““一一’一。櫛一一一“一〇一．一’一

：習　召　　冒隻晋　　昌難．
薯　　　　　　　　　　　　甘　　　　　　　　　鐙．『

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
智
5
2
1
2
9
5
7
葡

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
盈
6
3
－
2
1
1
1
聞

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
智
5
5
i
2
0
0
3
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）
一

　
　
智
6
8
1
2
0
3
4
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
智
6
5
1
3
1
6
1
一

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
一

　
　
費
5
2
1
3
2
7
6
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

池
田
医
院
（
本
町
西
．
丁
目
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
需

　
　
盈
5
2
－
2
5
8
1
葡

ー
5
8
墓
塵
ロ
ー
1
肇
ー
1
し ＿＿＿帥．』＿一


